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菊川市消防本部災害状況

火災件数 23件
救急件数 1,486件
救助件数 15件

火災件数 15件
救急件数 1,556件
救助件数 16件

平成30年（11月30日現在） 平成29年（12月31日まで）

平成30年度　全国統一防火標語

忘れてない？
サイフにスマホに火の確認



緊
急
消
防
援
助
隊

大
規
模
災
害
発
生
時
に

向
け
た
連
携
訓
練

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
訓
練

緊
急
消
防
援
助
隊
は
、1
9
9
5
年
1
月
17
日
に
発
生
し

た
阪
神・淡
路
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、大
規
模
災
害
時
な

ど
に
お
い
て
被
災
都
道
府
県
の
消
防
力
だ
け
で
は
対
応
が
困

難
な
場
合
に
、国
家
的
観
点
か
ら
人
命
救
助
活
動
な
ど
を
効

果
的
か
つ
迅
速
に
行
え
る
よ
う
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
30
年
４
月
現
在
、全
国
で
6
1
4
3
隊
が
登
録
さ
れ

て
お
り
、近
年
の
活
動
事
例
と
し
て
、平
成
23
年
３
月
の
東
日

本
大
震
災
を
は
じ
め
、今
年
度
で
は
４
月
の
大
分
県
中
津
市

の
山
崩
れ
や
７
月
の
広
島
県
に
お
け
る
豪
雨
災
害
、９
月
の

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

緊急消防援助隊

自衛隊

い
ぶ
り

東日本大震災での静岡県隊の活動の様子東日本大震災での静岡県隊の活動の様子

大
規
模
災
害
発
生
時
に
お
け
る
緊
急
消
防
援
助

隊
の
活
動
技
術
と
連
携
活
動
能
力
の
向
上
を
目
的

と
し
て
、
毎
年
中
部
７
県
（
愛
知
県
、
岐
阜
県
、

三
重
県
、
福
井
県
、
石
川
県
、
富
山
県
、
静
岡

県
）
合
同
で
、
応
援
・
受
援
訓
練
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

本
年
度
は
、
静
岡
県
で
実
施
さ
れ
「
遠
州
灘
を

震
源
と
す
る
突
発
地
震
が
発
生
、
県
中
西
部
を
中

心
に
震
度
７
を
観
測
し
、
建
物
倒
壊
や
土
砂
災
害
、

延
焼
拡
大
中
の
火
災
が
発
生
し
て
い
る
。
ま
た
、

沿
岸
部
で
は
津
波
に
よ
る
浸
水
の
た
め
、
建
物
な

ど
に
取
り
残
さ
れ
た
者
や
漂
流
者
が
多
数
い
る
」

と
の
想
定
で
、
２
日
間
に
わ
た
る
訓
練
を
行
い
、

県
内
外
か
ら
1
6
5
隊
6
4
6
人
が
参
加
し
、

菊
川
市
消
防
防
災
ヘ
リ
ポ
ー
ト
（
消
防
本
部
敷
地
内
）
を

は
じ
め
、
富
士
山
静
岡
空
港
、
国
道
4
7
3
号
工
事
現

場
、
航
空
自
衛
隊
浜
松
基
地
、
御
前
崎
市
浜
岡
総
合
運
動

場
な
ど
複
数
の
会
場
で
行
い
ま
し
た
。

菊
川
市
か
ら
は
、
菊
川
市
消
防
防
災
ヘ
リ
ポ
ー
ト
で
実

施
さ
れ
た
「
化
学
工
場
火
災
救
助
訓
練
」
に
指
揮
隊
、
消

防
隊
、
救
急
隊
が
石
川
県
か
ら
応
援
に
か
け
つ
け
た
消
防

隊
と
連
携
し
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
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静岡県消防防災航空隊

災害救助犬

地
震
や
風
水
害
な
ど
の
大
規
模
災
害
時
に
は
、
地
域
防

災
の
要
で
あ
る
消
防
団
員
の
活
躍
が
大
切
で
す
。

消
防
団
で
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
順
次
各
分
団
へ
救
助

資
機
材
（
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
・
エ
ン
ジ
ン
カ
ッ
タ
ー
な
ど
）

を
配
備
し
て
、
消
防
署
員
指
導
に
よ
り
取
扱
い
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
大
規
模
災
害
に
備
え
て
、
救
助

資
機
材
を
使
用
し
た
応
用
訓
練
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

災
害
時
に
は
消
防
団
員
の
活
動
を
は
じ
め
、
地
域
の
皆

様
に
よ
る
活
動
が
地
域
防
災
力
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
消

防
団
と
地
域
と
の
連
携
を
よ
り
一
層
深
め
る
と
と
も
に
、

消
防
団
確
保
に
努
め
、
地
域
防
災
力
向
上
に
向
け
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

災
害
対
応
力
の
向
上

お
よ
び
市
民
と
の
連
携

合
同
訓
練

多
種
多
様
化
す
る
火
災
、
救
急
、
救
助
事
案
や

地
震
な
ど
の
自
然
災
害
に
的
確
に
対
応
す
る
た

め
、
静
岡
県
消
防
防
災
航
空
隊
・
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
・
災
害
救
助
犬
静
岡
・
警
察
・
自
衛
隊
な
ど
の

関
係
機
関
と
合
同
で
、
各
種
災
害
を
想
定
し
た
実

践
的
な
訓
練
（
林
野
火
災
、
多
数
傷
病
者
発
生
の

救
急
、
地
震
に
よ
る
瓦
礫
や
倒
壊
家
屋
か
ら
の
救

出
）
を
行
っ
て
、
災
害
時
の
初
動
対
応
能
力
向
上

や
連
携
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

警察

ドクターヘリ

菊川市は

安全・安心のため

他機関と連携強化を図っています。

菊川市は

安全・安心のため

他機関と連携強化を図っています。

菊川市消防団
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子
ど
も
た
ち
か
ら
�
家
庭
や
地
域
へ
防
火
の
輪
を
広
げ
る

元
気
い
っ
ぱ
い
な
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
は
、街
頭
へ

出
て
大
き
な
声
で
市
民
に「
火
の
用
心
！
」を
呼
掛
け

た
り
、花
火
教
室
で
花
火
の
正
し
い
遊
び
方
を
学
ん
だ

り
し
て
、楽
し
く
正
し
く
幼
い
頃
か
ら「
火
災
予
防
」の

大
切
さ
を
学
ん
で
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
�

火
の
用
心
で
す
よ
！

幼年期からの防火思想の育成   幼年期からの防火思想の育成   
防火の輪 つなげて広げて 火災 0

楽
し
く
体
験

８
月
４
日（
土
）に
1
8
5
人
の
親
子
が
参
加
し
て

火
災
か
ら
身
を
守
る
方
法
や
火
災
の
怖
さ
を
体
験
す

る「
夏
休
み
わ
く
わ
く
消
防
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
消

防
庁
舎
で
開
催
し
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
ブ
ー
ス
で
は
、子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
が
一
緒
に
な
っ
て
火
の
怖
さ
や
煙
か
ら
ど
う
避
難

す
る
の
が
安
全
か
と
い
う
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
、ど

こ
の
家
に
も
あ
る
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
を
使
っ
た
防
塵

マ
ス
ク
の
作
製
方
法
な
ど
を
楽
し
く
学
習
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は「
姿
勢
を
低
く
す
る
こ
と
、周
り
が

見
え
な
く
て
も
壁
を
触
っ
て
進
め
ば
外
に
出
ら
れ
る

こ
と
を
覚
え
ま
し
た
」「
訓
練
は
、機
敏
で
無
駄
な
動
き

が
な
く
て
格
好
良
か
っ
た
」「
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
、す
ご

い
音
と
風
で
、あ
っ
と
言
う
間
に
来
て
び
っ
く
り
し
ま

し
た
」と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、イ
ベ
ン
ト
の
体
験
を
通

じ
て
楽
し
み
な
が
ら
火
災
予
防
を
学
び
、夏
休
み
の

思
い
出
に
残
る
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

消
防
本
部
で
は
、幼
い
頃
か
ら
防
火・防
災
へ
の
関
心

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に「
花
火
教
室
」「
防
火
教
室
」

「
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
」「
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」「
幼

年
消
防
ク
ラ
ブ
活
動
」な
ど
火
災
予
防
の
大
切
さ
を
楽

し
く
学
び
、子
ど
も
か
ら
家
庭
や
地
域
に
防
火
の
輪
を

広
げ
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

火
災
な
ど
の
危
険
に
対
す
る
回
避
能
力
や
次
に
起
こ

る
こ
と
の
予
知
お
よ
び
災
害
時
に
主
体
的
に
行
動
で
き

る
能
力
は
、柔
軟
な
想
像
力
と
対
応
力
の
あ
る
若
年
の

段
階
か
ら
身
に
付
け
浸
透
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
火
災
予
防
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ
と

で
、短
期
的
に
は
子
ど
も
の
親
を
は
じ
め
と
し
た
大
人
に

も
家
庭
で
火
災
予
防
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、長
期
的

に
は
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
っ
た
と
き
に
防
火・防
災

意
識
を
身
に
つ
け
、地
域
で
活
動
し
て

い
っ
て
く
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
、地

域
の
防
火・防
災
力
向
上
に
つ
な
が
り

ま
す
。ま
た
、心
身
と
も
に
発
達
し
た

中
学
生
、高
校
生
は
、災
害
か
ら
自
ら

を
守
る
こ
と
に
加
え
、初
期
消
火
や
負

傷
者
の
搬
送
、救
命
処
置
の
手
技
を

学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、大
人
と
同
等
の「
対
応
能
力
」「
大
人

を
支
援
で
き
る
力
」を
身
に
付
け
、災
害
時
に
必
要
と
な

る
共
助
の
担
い
手
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

火事だ！火を消せ！
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消防本部において、防火ポスターコンクールを開
催しました。
夏休み期間中、防火をテーマに河城小、内田小、小

笠東小の５年生が火災予防を呼掛けるポスターを描
き、136点の応募がありました。その中でも特に優れ
た作品９点が優秀作品に選ばれました。審査をしてい
ただいた市内在住の画家鈴木麗華氏から「近年の小
学生の防火意識の高さが力強く表現された作品が多
く、ポスターを見た人の防火意識の向上につながると
感じた。」とコメントをいただいております。

防火ポスターで火の用心 幼年期からの防火思想の育成   幼年期からの防火思想の育成   

幼年消防クラブ   幼年消防クラブ   

命を救え！

煙の中を突き進め！

僕らは小さな消防隊！

地震に負けるな！

小さな火もどんど
ん大きく成長してし
まい、火事の原因
になってしまう事を
みんなに知って欲
しい気持ちで描き
ました。

内田小学校　坂口　礼佳さん内田小学校　坂口　礼佳さん

小笠東小学校
宮城　了磨さん
小笠東小学校
宮城　了磨さん

河城小学校
大竹　彩加さん
河城小学校

大竹　彩加さん
●内田小学校 赤堀 七海さん
●内田小学校 藤原 瑛太郎さん
●小笠東小学校 大窪 涼太さん
●小笠東小学校 白岩 六希さん
●河城小学校 亀谷 沙樹さん
●河城小学校 山本 怜奈さん

●内田小学校 赤堀 七海さん
●内田小学校 藤原 瑛太郎さん
●小笠東小学校 大窪 涼太さん
●小笠東小学校 白岩 六希さん
●河城小学校 亀谷 沙樹さん
●河城小学校 山本 怜奈さん
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菊
川
市
消
防
本
部
で
は
、急
病
人
や
け
が
人
な
ど
へ
の
応
急
手

当
や
救
命
手
当
を
行
え
る
応
急
手
当
協
力
事
業
所
を
随
時
募
集
し

て
い
ま
す
。

応
急
手
当
協
力
事
業
所
制
度
と
は
、応
急
手
当
に
関
す
る
正
し

い
知
識
と
技
術
の
習
得
に
対
し
積
極
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る

事
業
所
で
、基
準
を
満
た
す
事
業
所
を
社
会
的
な
貢
献
に
積
極
的

な
事
業
所
と
し
て
認
定
す
る
こ
と
で
、地
域
の
応
急
手
当
普
及
啓

発
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ
た
場
合
、人
工
呼
吸
や
胸
骨
圧
迫
な
ど

を
早
く
行
え
ば
助
か
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。救
急
車
は

1
1
9
番
通
報
を
受
け
て
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
全
国
平
均
で
８

分
ほ
ど
掛
か
る
た
め
、事
故
発
生
と
同
時
に
近
く
に
い
る
人
が
的

確
な
応
急
手
当（
救
命
手
当
）を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
救
命
率
が

向
上
す
る
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

菊
川
市
消
防
本
部
の
応
急
手
当
協
力
事
業
所
制
度
は
平
成
25
年

度
か
ら
運
用
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、本
年
度
も
新
た
に
５
事
業
所

が
追
加
さ
れ
、現
在
36
事
業
所
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
菊
川
市
消
防
本
部
で
は
、応
急
手
当
協
力
事
業
所
を
増

や
す
取
り
組
み
を
進
め
救
命
率
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

応
急
手
当
協
力
事
業
所
募
集
！

事
業
所
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
、か
つ
従
業
員
の
う
ち
10

人
以
上
ま
た
は
２
割
以
上
が
、普
通
救
命
講
習
を
受
講
し

て
い
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
本
年
度
認
定
事
業
所

●
社
会
福
祉
法
人
白
翁
会
障
害
者
支
援
施
設　
光
陽
荘

●
社
会
福
祉
法
人
河
城
福
祉
会　
河
城
保
育
園

●
ア
カ
マ
ツ
フ
ォ
ー
シ
ス
株
式
会
社
静
岡
工
場

●
株
式
会
社
テ
ト
ス　
ふ
じ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

●
C
．E
．ソ
ヒ
ゾ 

デ 

ク
リ
ア
ン
サ

救急受診アプリ

Ｑ助
「Ｑ助」の
利用方法

症状の緊急度を素早く判定!!
急な病気やけがをした際に「いつ病院を受診した
らいいか？」「救急車を呼んだ方がいいのか？」と
迷った時に、ご自身の判断の一助になることを目
的に救急アプリが作成されました。

救急車は、事故で大けがを負った人や心筋梗塞などで緊急に病院
へ行く必要がある人などを搬送するものです。最近、軽い症状で
も利用される人が増え、本当に必要な人のもとに救急車が向かえ
ない状況が発生しています。さらに、軽症者の搬送が増えること
により医療機関も飽和状態となり、救急医療が必要な人に医療が
行き届かなくなっている問題も起きています。

●Web版
「消防庁ホームページ」→「救急お役立ちポータルサイト」→
「全国救急受診アプリ（愛称：「Ｑ助」）」のWeb版で閲覧可能です。

●スマートフォン版
「消防庁ホームページ」→「救急お役立ちポータルサイト」→
「全国救急受診アプリ（愛称：「Ｑ助」）」から、ダウンロード可能です。

救急車は、症状を正確に判断して
適切に利用しましょう。

菊川市における傷病程度別搬送人員構成比（平成29年）

救急車で搬送された人の約半数が
入院を必要としない軽症です。

軽症
719人(48％)中等症

659人（44％）

重症以上
117人（8%）

搬送人員
1,495人

（入院を必要としない）

普通救命講習会
受講者募集
もし大切な人が突然倒れた時、
あなたはどうしますか？
私たちの大切な人が、いつ、どこで、突然のけがや病気にお
そわれるかわかりません。
このようなとき、救急車が到着するまでの“空白の時間”に
適切な応急手当を速やかに行うための知識と技術を身につ
けてもらうための講習会です。

菊川市消防署　救急係
☎0537-35-3283（直通）
FAX0537-36-4996

申し込み先 受講条件 中学生以上で市内在住または在勤の人
そ の 他 受講された人には修了証を交付します。

普通救命講習会
講習日時 毎月第３土曜日　午前９時～正午
受講場所 菊川市消防本部　２階救急指導室
受講定員 30人以下
受付方法 講習前日午後５時までに電話または来署にて受付

普通救命講習会
講習日時 午前９時～正午　※日曜、祝祭日は調整
受講場所 菊川市消防本部　２階救急指導室、または各事業所
受講定員 ６人以上30人以下
受付方法 事前に電話で問い合わせ後、講習１週間前までに
 申込書および受講者名簿を消防署に提出してください。

一般公募

団体申込み

受講料　無料

■
認
定
証
交
付
基
準
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菊
川
市
の
安
全・安
心
の
た
め
、あ

な
た
の
力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
。あ

な
た
も
消
防
団
の
一
員
と
な
り「
自
ら

の
地
域
は
自
ら
守
る
」た
め
の
活
動
を

し
ま
せ
ん
か
。火
災
時
の
消
火
活
動
、

風
水
害
時
の
水
防
活
動
、大
震
災
な

ど
災
害
時
に
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー

と
な
る
の
が
消
防
団
員
で
す
。地
域

の
安
全・安
心
の
担
い
手
と
し
て
消
防

団
へ
の
入
団
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

問い合わせ先
菊川市消防本部総務係
☎0537-35-3282（直通）

消防団員募集

消
防
車
や
救
急
車
は
一
刻
も
早
く
、安
全
に
災

害
現
場
に
到
着
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た

め
、道
路
の
走
行
車
線
を
右
側
に
は
み
出
し
て
の

通
行
や
、赤
信
号
の
交
差
点
に
進
入
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、そ
の
際
は
一
般
車
両
の
協
力
が
不

可
欠
と
な
り
ま
す
。

運
転
中
、緊
急
自
動
車
の
接
近

に
気
付
か
れ
ま
し
た
ら
、進
路
を

譲
っ
て
い
た
だ
き
、円
滑
な
緊
急

走
行
が
で
き
る
よ
う
に
、ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

消
防
車・救
急
車
の
緊
急
走
行
に

ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

緊
急
自
動
車
の

サ
イ
レ
ン
に
つ
い
て

緊
急
走
行
時
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
さ
な

け
れ
ば
普
通
の
自
動
車
と
同
じ
扱
い
に
な
り

ま
す
。サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
す
こ
と
は
、法
令
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、救
急
車
を
要
請
さ
れ
る
際「
近
所
迷
惑
だ
か

ら
」「
恥
ず
か
し
い
か
ら
」と
い
う
理
由
で
サ
イ
レ
ン
を

鳴
ら
さ
な
い
よ
う
に
お
願
い
す
る
人
が
い
ま
す
が
、一

刻
を
争
う
傷
病
者
に
早
く
駆
け
つ
け
、迅
速
に
医
療
機

関
に
搬
送
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
で
す
。ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
ま
す
が
、ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

（左側に寄る）

（交差点を避ける）

緊急自動車が近づく
（サイレンを鳴らし赤色灯を点灯）

●交差点付近では交差点への進
入を避け、道路の左側に寄って
一時停止してください。

●狭い道路などで停車する場合は、緊急自動車の進行に支障がないよう配慮してください。

県
西
部
７
市
１
町
の
消
防
団
で
運
営
す
る

静
岡
県
西
部
消
防
連
絡
協
議
会
が「
消
防
団

応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
し
て
事
業
を
開
始

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、製
菓
業「
株
式
会
社
た
こ
満
」と

コ
ラ
ボ
し
、消
防
ポ
ン
プ
車
を
か
た
ど
っ
た

梱
包
箱
に
商
品
を
入
れ
販
売
し
、一
人
で
も

多
く
の
人
に
消
防
団
応
援
と
団
員
募
集
を
Ｐ

Ｒ
す
る
も
の
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、梱
包
箱
に
は
県
西
部
に
あ
る
８
消

防
団
名
の
シ
ー
ル
を
購
入
者
自
身
が
自
由
に

貼
る
こ
と
が
で
き
、地
域
の
ヒ
ー
ロ
ー
消
防

団
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
配
慮
が
さ
れ
て

お
り
、デ
ザ
イ
ン
も
子
ど
も
向
け
に
す
る
こ

と
に
よ
り
、幼
少
期
か
ら
消
防
団
へ
興
味
を

持
っ
て
も
ら
い
、未
来
の
消
防
団
員
確
保
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
、多
く
の
企
業
と
タ
イ
ア
ッ
プ
で
き

る
よ
う
企
業
名
を
変
更
で
き
る
仕
様
に
し
て

あ
り
ま
す
。

遠
州
の
消
防
団

応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

【登録方法】※登録は無料。どなたでも登録できます。
chako-entry@tokyoanpi.sbs-infosys.com
へ空メール（件名・本文は不要）を送信して返信されるメー
ルの案内に従い、登録してください。「登録完了」のメール
が届けば登録完了です。
※QRコード対応の携帯電話をお使いの人は、
　右のQRコードをご利用ください。

「茶こちゃんメール」で「火災速報」をお届けします。「茶こちゃんメール」で「火災速報」をお届けします。「茶こちゃんメール」で「火災速報」をお届けします。「茶こちゃんメール」で「火災速報」をお届けします。

6 Kikugawa City Fire Department



新
職
員
紹
介

機能してますか？あなたの家の住宅用火災警報器
大切な命と財産を守りましょう

付けていれば火災を未然に防げます。

【電池確認】 【こまめにお掃除】
家族のために、せっかく取り付
けた火災警報器ですから、い
ざという時にしっかり機能させたいですよね。
そのためにこまめなお掃除を心がけましょう。

10年を目安に本体の交換をおすすめします。

製品によって点検の方法に違いがあります。

・ひもをひくもの
・ボタンを押すもの

まずは電池確認をしてみましょう。

一部例外として認められている焼却

【火災とまぎらわしい煙又は火炎を発するおそれのある行為の届出書】取得方法
菊川市のホームページからダウンロードすることができます。
また、直接消防署へ来署しなくても電話および電子申請での受付も行っています。
菊川市のホームページへアクセス：「くらし」→「消防本部」→「予防課」→「野焼き注意事項」
URL　https://city.kikugawa.shizuoka.jp/shoubouhonbu/noyakityuuijikou.html

問合せ先：菊川消防署 ☎0537-35-0119（代表）
菊川市環境推進課 ☎0537-35-0916

ボタンを
押す

ひもを
ひく

ピーピーピー
火事です

野焼きが原因となる火災に注意してください！
市内で発生した火災の原因の多くが野焼きによるものです。草焼きやたき火を行っている最中にその場を離れたり、強
風により燃え広がってしまい火災が発生しています。
原則、野焼きは認められていませんが、一部例外の焼却を行う場合は、菊川市火災予防条例に基づき「火災とまぎらわし
い煙又は火災を発するおそれのある行為の届出書」を消防署へ提出してください。なお、届出書を提出した場合でも、周辺
からの苦情などが出た場合や気象状況などによっては中止していただくことがあります。

● 注意 ●
この届出は消防機関が実施状
況を把握するための届出であ
り、受理をもって他の法令に係
る廃棄物の焼却行為を許可す
るものではありません。

うっかりしている間にナベが焦げて煙が立って「火事です！」と警報器が教えてくれた。

調理中、フライパンをコンロに掛けっ放しにしていましたが、煙が出ているのを
警報器が知らせてくれ、火事にならずに済んだ。

油の入ったナベを火にかけ少しの間離れ、戻ると天井まで炎が上がり警報器が
作動していた。すぐに消し止め火事にならなかった。

台所のガスの消し忘れでナベが空ダキになっていたが、警報が鳴り事なきを得た。

❶届出書の提出
野焼きを行う場合は、「火災とまぎらわしい煙又は火炎を発するおそれのあ
る行為の届出書」を事前に消防署へ提出してください。

❷消火器具の準備
必ず消火器具（水バケツ・水道ホース・動力噴霧器など）を準備してください。

❸気象状況の確認
風の強い日（強風注意報発令中など）や危険だと感じた場合は、極力野焼き
をしないようにしてください。

注
意
事
項

住宅用火災警報器のお手柄事例の一部を紹介します
事例1【平川地区】
事例2【河城地区】
事例3【加茂地区】
事例4【横地地区】

田
上
裕
子

私
が
小
学
生
の
と
き
に
、友
人

が
事
故
に
遭
い
、現
場
で
何
も
出

来
な
か
っ
た
こ
と
が
悔
し
く
、何

か
活
動
が
出
来
て
い
た
ら
と
い
う

思
い
か
ら
消
防
士
を
目
指
し
ま
し
た
。

４
月
か
ら
菊
川
市
消
防
署
の

職
員
と
な
り
、半
年
間
、静
岡
県

消
防
学
校
で
、男
性
同
様
に
訓
練

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ

体
力
面
で
男
性
に
は
か
な
い
ま
せ

ん
が
、災
害
現
場
で
市
民
の
皆
様

か
ら
、女
性
が
い
て
く
れ
て
良

か
っ
た
と
思
え
る
消
防
士
を
目
指

し
頑
張
り
ま
す
。

門
田
真
士
朗

９
月
に
静
岡
県
消
防
学
校
初

任
科
教
育
を
修
了
し
菊
川
市
消
防

署
で
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
消
防

学
校
で
は
消
防
の
基
本
を
学
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
が
、ま
だ
ま
だ
知

識
も
技
術
も
足
り
な
い
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
。
現
在
、先
輩
の
指
導

を
受
け
更
に
た
く
さ
ん
の
事
を
学

び
、訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。
災

害
現
場
で
、自
分
の
持
て
る
知
識
、

技
術
を
全
て
発
揮
し
、市
民
の
皆

様
に
信
頼
さ
れ
る
よ
う
に
精
一
杯

頑
張
り
ま
す
。

● 国や地方公共団体が施設管理のために行う焼却
 例：河川敷の草焼き、道路側の草焼き

● 震災等の災害予防・応急対策または復旧のために行う焼却
 例：災害時の応急対策、火災予防訓練

● 風俗習慣上または宗教上の行事を行うために必要な焼却
 例：どんど焼き等の行事における門松やしめ縄などの焼却

● 農業や林業などを営むために行う焼却
 例：農業者が行う稲わら、林業者が行う伐採した枝条の焼却

● 日常生活を行う上で行われる軽微な焼却
 例：落ち葉焚き、キャンプファイヤー
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